
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　今
尚
許
さ
れ
る
か
。
そ
も
そ
も
神
と
神
々
を
語
る
と
い
う
事
は
、
ど
う
い

　
　シ

ェ
リ
ン
グ
に
於
け
る
神
話
と
世
界
　
　
　
　
　
う
事
で
あ
る
の
か
・
世
界
傑
と
し
て
以
外
の
「
掛
界
」
経
験
は
全
く
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　能
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
一
端
を
彼
の
神
話
論
に
於
い
て
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　森
　
啓
郎
　
く
究
明
し
た
い
・

　
近代
の
本
質
は
、
世
界
像
の
転
換
変
貌
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
　
　
　
　
　
　
e

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
世
界
が
像
と
な
る
と
い
う
そ
の
事
の
内
に
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
神
々
　
　
　
彼
の
哲
学
を
全
体
と
し
て
外
か
ら
概
観
し
て
も
、
最
初
期
（
一
七
九
二
・

の

脱去
（
国
艮
α
Q
α
け
け
9
§
σ
q
）
と
い
う
根
本
事
態
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
洞
　
　
　
三
年
）
の
学
位
論
丈
「
最
古
の
世
界
の
神
話
：
こ
か
ら
最
後
期
（
一
八
五

見
が
現
在
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
）
の
℃
蜜
第
二
書
講
義
ま
で
の
六
十
年
間
の
彼
の
思
惟
は
、
ま
ざ

（
缶
o
達
o
σ
q
α
q
Φ
H
”
出
o
冒
≦
。
σ
q
o
ω
。
。
。
。
。
”
ざ
h
°
く
σ
q
ド
国
o
岳
匡
諄
切
伍
呂
ω
」
。
。
O
ご
。
　
　
し
く
神
話
か
ら
出
て
神
話
へ
と
帰
向
し
て
ゆ
く
ひ
と
つ
の
壮
大
な
運
動
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
れ
と
似
た
洞
見
が
シ
ェ
リ
ン
グ
（
以
下
「
彼
」
と
略
）
に
も
あ
る
。
近
　
　
あ
り
、
或
る
意
味
で
彼
の
哲
学
全
体
が
「
神
話
の
哲
学
」
で
あ
る
と
言
っ

代
の
「
根
本
誤
謬
」
は
「
絶
対
者
を
自
己
の
外
に
持
た
ん
と
す
る
無
制
約
　
　
て
も
過
言
で
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
（
℃
O
が
勺
冨
よ
り
先
に
講
ぜ
ら
れ

的
要求
」
に
あ
り
、
　
「
絶
対
者
を
最
内
奥
の
主
観
性
の
内
に
受
容
す
る
」
　
　
　
た
と
の
自
己
証
言
（
×
H
く
N
9
。
　
）
あ
り
。
年
代
に
関
し
て
は
国
゜
N
①
一
窪
臼
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

仕
方
で
、
却
っ
て
逆
に
世
界
か
ら
生
命
原
理
を
撤
去
し
神
的
な
る
も
の
を
　
　
　
甲
窪
似
α
q
。
ω
゜
H
O
。
。
参
照
）
。
そ
こ
で
彼
の
後
期
の
思
惟
を
《
神
話
へ
の
帰
向
》

世界
の
外
に
押
し
出
す
如
き
世
界
の
空
洞
化
（
「
像
の
像
、
無
の
無
、
影
　
　
　
か
ら
解
釈
す
る
事
は
果
し
て
許
さ
れ
な
い
か
。
　
シ
ュ
ル
ツ
の
解
釈
　
（
≦
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の影
」
）
が
惹
起
さ
れ
た
（
5
0
ω
．
謹
゜
≦
口
゜
。
＆
。
だ
が
「
神
と
世
界
と
い
　
　
　
ω
o
げ
巳
N
鱒
U
δ
＜
9
一
Φ
p
庫
ロ
ロ
α
q
店
o
ω
匹
o
痺
゜
。
o
げ
の
β
H
山
o
餌
一
尻
日
q
°
。
回
口
山
o
同

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
区
分
は
許
さ
れ
る
か
」
　
（
カ
ン
ト
）
　
（
出
・
達
Φ
α
q
σ
q
臼
輔
ω
。
ゲ
巴
ぎ
α
q
。
・
　
　
　
ω
唱
似
6
ぼ
一
。
8
℃
ぼ
①
ω
号
。
旨
ロ
o
q
°
。
H
㊤
呂
「
媒
介
さ
れ
た
自
己
媒
介
」
と
い

跨
げ
げ
昏
臼
ロ
ロ
σ
q
ω
’
お
｛
）
。
こ
の
間
は
ド
イ
ッ
観
念
論
成
立
の
発
端
に
あ
り
、
　
　
う
画
期
的
な
、
し
か
し
余
り
に
も
弁
証
法
的
な
解
釈
）
以
来
、
へ
ー
ゲ
ル

彼
の
思
惟
を
も
、
そ
の
出
立
点
か
ら
一
貫
し
て
突
き
動
か
し
て
い
る
と
思
　
　
　
の
影
を
脱
却
克
服
し
た
と
さ
れ
る
積
極
哲
学
に
つ
い
て
の
討
議
が
活
発
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

わ
れる
が
、
彼
の
最
後
期
の
講
義
（
「
神
話
の
哲
学
」
「
啓
示
の
哲
学
」
各
　
　
　
あ
る
が
、
し
か
し
意
外
な
程
に
、
彼
が
苦
闘
し
た
神
話
の
問
題
自
体
に
思

々

以

下
℃冨
．
℃
O
と
略
）
に
於
い
て
、
こ
の
間
の
響
き
が
少
し
く
転
調
　
　
　
い
を
潜
め
る
事
は
少
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
積
極
哲
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
神
と
世
界
1
こ
の
「
と
」
を
語
る
事
は
　
　
積
極
性
と
は
何
処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
消
極
・
積
極
の
対
応
を
団
竃
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

五



一
四

六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

℃

O
の

対応
に
見
る
如
き
初
歩
的
誤
解
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
神
話
」
や
　
　
　
一
般
的
説
明
が
最
小
限
必
要
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
先
に
、
神
と
神
々
を
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

「啓
示
」
が
哲
学
の
単
な
る
「
素
材
」
と
見
な
さ
れ
、
問
題
の
場
か
ら
　
　
る
と
は
一
体
ど
う
い
う
事
か
と
自
問
し
た
。
こ
の
語
る
と
い
う
事
が
本
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ユ
じ
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ゴ
　
　
ス

全く
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
様
な
研
究
傾
向
が
一
般
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
　
　
的
に
《
§
恥
需
》
と
い
う
事
で
あ
る
。
《
ま
憲
喝
V
は
、
根
源
的
に
は
禽
。
甲

い様
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
哲
学
的
思
惟
は
そ
の
由
来
か
ら
し
て
　
　
　
爲
ざ
一
〇
〇
q
霞
P
一
。
α
q
｛
o
覧
巴
圃
σ
q
凶
o
》
と
し
て
「
集
め
る
」
の
含
意
も
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

広
い
意
味
で
の
「
巨
ゴ
ス
」
の
地
平
で
動
い
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
一
般
　
　
ご
く
一
般
的
に
は
思
惟
を
含
ん
だ
「
理
」
的
言
葉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ユ
コ
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
　
　
　
シ
　
　
ヒ
　
　
テ

的
理
由
が
即
座
に
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
問
題
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
《
§
恥
。
喝
V
は
、
独
語
の
《
O
o
m
o
田
o
窪
o
》
が
二
重
に
含
意
す
る
如
き
、
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ユ
ト
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

「
ロ

ゴ

ス
」

の

立
場
から
暗
黙
に
前
提
さ
れ
や
す
い
見
解
に
《
神
話
か
ら
　
　
事
を
出
来
事
と
し
て
有
る
が
ま
ま
に
語
る
言
葉
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

ロ

ゴ

ス

へ
》と
い
う
最
広
義
の
「
非
神
話
化
」
の
方
向
で
の
神
話
解
釈
が
あ
　
　
　
（
N
°
切
゜
妻
゜
円
O
簿
o
”
∪
器
白
o
昌
山
魯
ぎ
二
犀
。
ω
゜
。
。
α
串
）
。
と
こ
ろ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
エ
ト
ス
　
　
　
　
　
ロ
　
ゴ
　
ス

る
（
例
え
ば
、
「
西
洋
哲
学
の
偉
大
な
元
初
」
は
「
最
大
の
対
立
、
即
ち
神
　
　
　
彼
に
於
い
て
「
神
話
」
は
、
息
8
嚇
と
ま
『
需
の
区
別
ど
こ
ろ
か
、
常
に

ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
ユ
　
ト
　
ロ
　
ギ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ユ
　
ト
　
ス

話
的な
る
も
の
一
般
を
超
克
し
た
が
故
に
偉
大
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
　
　
　
会
団
昏
o
ざ
σ
q
♂
V
で
あ
っ
て
食
［
旨
げ
o
°
・
》
　
の
表
現
は
皆
無
に
近
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
ト
ロ
ギ
ア
　
　
　
テ
オ
サ
ギ
ア

缶
。
達
Φ
σ
q
σ
q
。
昌
舞
O
°
ω
゜
嵩
α
）
が
、
か
か
る
解
釈
の
是
非
を
今
差
当
っ
て
　
　
　
（
ミ
馳
o
き
『
貯
・
0
8
N
o
『
§
の
由
来
は
℃
9
犀
o
ド
Q
。
刈
り
薗
参
照
）
。
我
々
が
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ユ
　
ト
　
ロ
　
ギ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
ユ
　
ト
　
ス

問
わ
ず
に
お
く
と
し
て
も
、
や
は
り
こ
こ
に
問
題
は
残
る
。
と
い
う
の
も
　
　
　
下
「
神
話
」
と
表
記
す
る
の
は
会
団
穿
9
0
α
q
μ
。
V
で
あ
っ
て
、
会
旨
げ
o
°
。
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
み
ト
ス

乱暴
に
言
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
而
上
学
を
貫
く
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
か
　
　
　
は
「
神
話
」
と
ル
ビ
を
付
す
。
観
念
論
の
枠
内
で
観
念
論
の
超
克
に
苦
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
へ
ー
ゲ
ル
ま
で
の
偉
大
な
ロ
ゴ
ス
の
伝
統
が
ま
さ
に
完
成
せ
ん
と
す
る
　
　
　
す
る
彼
の
思
惟
の
時
代
的
制
約
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
の
神
話
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ユ
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
エ
ト
ス

ド
イ
ッ
観
念
論
の
只
中
に
於
い
て
、
な
ぜ
突
如
と
し
て
神
話
へ
の
問
掛
け
　
　
　
に
は
神
話
を
ロ
ゴ
ス
と
自
覚
的
に
区
別
し
て
独
立
に
《
言
葉
》
の
問
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ユ
ト
ス

が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
惟
に
起
こ
っ
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
絶
対
的
戸
　
　
し
て
主
題
化
す
る
試
み
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
神
話
（
ー
言
葉
）
の
主
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ハ
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

ゴ

ス

貫徹
の
完
成
が
同
時
に
神
話
へ
の
帰
向
を
、
ま
さ
に
哲
学
と
し
て
哲
　
　
　
化
は
無
い
が
、
同
時
代
の
神
話
研
究
を
悉
く
検
討
し
た
「
℃
竃
へ
の
史
的

箏
齢
於
い
で
惹
起
す
る
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
　
（
但
し
念
の
為
に
言
　
　
　
批
判
的
序
論
」
に
於
い
て
、
民
族
と
の
関
連
で
言
語
の
深
い
洞
察
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ユ
ト
ス

う
と
、
彼
に
直
接
神
話
対
ロ
ゴ
ス
の
図
式
や
言
及
が
有
る
訳
で
は
な
い
。
　
　
　
（
「
世
界
歴
史
の
至
高
の
転
換
点
」
と
し
て
の
言
語
の
分
離
と
統
一
谷
『
9
㌣

く
α
q
ピ
閤
・
出
・
＜
o
目
吋
巳
碧
昌
あ
。
露
β
o
犀
”
言
旨
げ
8
⊆
°
ピ
o
σ
q
8
ψ
旨
刈
塾
舞
）
　
§
e
ミ
貯
》
《
曾
。
弐
e
q
ミ
9
》
「
バ
ベ
ル
」
と
「
逆
の
バ
ペ
ル
」
等
参
照

　我
々
の
問
題
が
限
定
さ
れ
る
為
に
、
こ
こ
で
「
神
話
」
と
い
う
言
葉
の
　
　
　
×
口
o
。
。
弊
）
神
話
は
断
じ
て
人
間
が
捻
り
出
し
た
虚
構
で
は
な
い
。
民
族
に

’



よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
の
で
す
ら
な
い
。
逆
に
民
族
を
民
族
に
す
る
も
の
こ
　
　
（
書
曾
溌
昏
窃
蟄
。
o
）
」
×
同
器
。
。
）
か
ら
歴
史
を
歴
史
と
し
て
開
く
歴
史
性
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
あ
ト
ス

そ
神
話
で
あ
る
（
×
H
爵
｛
）
。
こ
こ
に
は
当
然
神
話
（
言
葉
）
と
民
族
の
不
可
　
　
平
が
問
い
出
さ
れ
て
来
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
神
話
の
性
起
と
歴
史
の
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

分
の
深
い
連
関
が
潜
ん
で
い
よ
う
。
余
り
に
自
明
で
近
す
ぎ
る
為
に
普
段
　
　
　
起
と
は
同
時
的
等
根
源
的
で
あ
り
、
更
に
そ
の
等
根
源
性
に
世
界
の
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

気付
か
れ
る
事
は
無
い
が
、
我
々
が
具
体
的
に
語
る
の
は
、
常
に
既
に
日
　
　
　
性
（
b
誌
ぎ
α
q
ま
蒔
。
一
け
）
を
も
洞
見
す
る
事
が
小
論
の
目
標
で
あ
る
。
神
話

本語
、
仏
語
等
々
の
特
定
言
語
で
あ
り
、
抽
象
的
な
「
言
語
」
自
体
は
存
　
　
　
へ
の
帰
向
が
な
ぜ
歴
史
と
世
界
へ
の
問
と
な
る
の
か
を
理
解
す
る
為
に
、

在
し
な
い
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か
問
尽
く
そ
う
と
し
て
も
、
恐
ら
く
「
ロ
ゴ
　
　
　
後
期
の
神
話
論
の
中
へ
流
れ
込
ん
で
来
る
そ
れ
以
前
の
諸
問
題
の
連
関
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
　
フ

ス的
」
に
は
答
え
ら
れ
な
い
謎
が
そ
こ
に
有
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
「
常
に
　
　
　
ご
く
簡
潔
に
概
観
し
つ
つ
、
彼
の
根
本
関
心
の
幾
つ
か
を
前
も
っ
て
見
て

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

既
に
」
に
示
唆
さ
れ
る
如
く
恐
ら
く
言
葉
を
語
る
事
が
出
来
る
と
い
う
人
　
　
　
お
こ
う
。

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

問自
身
の
歴
史
性
の
次
元
で
あ
ろ
う
。
言
葉
な
し
に
は
哲
学
も
人
間
の
意
　
　
　
　
①
　
初
期
の
学
位
論
丈
「
最
古
の
世
界
の
神
話
…
」
や
有
名
な
「
（
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル

識
す
ら
も
有
り
得
な
い
。
　
「
言
葉
の
根
抵
」
は
常
に
既
に
人
間
意
識
を
超
　
　
　
イ
ッ
観
念
論
）
最
古
の
体
系
計
画
L
の
標
題
が
示
す
如
く
彼
の
思
惟
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

え
て
お
り
、
我
々
が
よ
り
深
く
言
葉
へ
と
参
入
す
れ
ば
す
る
程
、
「
言
葉
　
　
　
の
出
立
点
か
ら
し
て
《
最
古
な
る
も
の
》
へ
の
問
に
導
か
れ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の深
み
」
は
人
間
の
意
識
的
所
産
や
所
業
を
遙
か
に
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
　
　
　
の
最
古
は
前
著
で
は
「
世
界
」
で
あ
り
後
薯
で
は
「
神
話
」
で
あ
り
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
ロ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

に気
付
か
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
禽
H
鐸
・
。
。
。
撃
）
。
と
い
う
事
は
、
こ
　
　
　
に
は
自
然
や
芸
術
も
同
じ
関
心
か
ら
捕
捉
さ
れ
る
。
中
期
以
降
こ
の
最
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
で
言
葉
は
、
戸
ゴ
ス
的
意
識
一
般
性
の
底
に
既
に
言
葉
と
し
て
言
わ
ば
　
　
　
は
過
去
性
の
深
淵
へ
と
そ
の
響
き
が
転
調
さ
れ
る
が
、
初
期
で
は
こ
れ
ら

ヒ
ユ
ト
ス
　
も
ヘ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ロ
マ

神
話
的
歴
史
性
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
　
〔
現
代
の
神
　
　
　
の
世
界
・
神
話
・
自
然
・
芸
術
等
の
主
題
に
共
通
す
る
根
本
性
格
は
、
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

話
研究
の
中
で
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
位
置
付
け
に
関
し
て
は
、
次
の
書
参
照
、
　
　
に
人
間
の
主
観
的
な
捏
造
に
よ
ら
ぬ
も
の
、
深
い
意
味
で
客
観
的
必
然
的

冒
昌
侮
。
＜
旨
。
。
“
国
o
H
ω
号
ロ
ロ
σ
Q
。
。
σ
q
。
ω
。
臣
。
窪
o
山
。
巳
≦
矯
穿
o
同
o
α
Q
♂
ω
脳
鵡
卑
〕
　
　
か
み
郵
伽
を
典
か
み
も
伽
と
し
て
思
惟
把
捉
せ
ん
と
す
る
根
本
動
向
に
対

　彼
の
哲
学
全
体
は
神
話
か
ら
出
て
神
話
へ
と
帰
る
思
惟
の
道
程
と
見
る
　
　
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
〔
「
私
は
人
間
の
歴
史
に
と
っ
て
の
諸
原
理
を
起

事
が
出
来
る
が
、
瞠
目
す
ぺ
き
は
、
特
に
後
期
の
思
惟
に
於
い
て
、
神
語
　
　
草
し
、
国
家
…
…
等
の
み
じ
め
な
力
跡
ひ
伶
軌
沁
も
邸
の
全
体
を
暴
露
し

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

へ
の帰
向
が
同
時
に
歴
史
の
根
抵
へ
の
帰
向
と
も
言
う
べ
き
根
本
動
向
を
　
　
　
奪
い
捨
て
た
い
。
…
…
我
々
は
新
し
い
神
話
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
」

帯
び
て
お
り
、
神
話
の
暗
い
根
源
（
蝉
切
゜
「
か
の
暗
き
空
間
、
無
明
の
時
　
　
　
（
ω
矯
゜
。
8
日
国
尽
σ
Q
5
0
導
タ
H
刈
O
①
ω
日
≦
罎
舞
o
同
団
o
昌
ω
μ
H
9
）
。
〕
主
観
性
の

一
四

七



9

一
四

八

払拭
と
「
客
観
へ
の
突
破
」
（
囚
゜
H
刃
凶
ω
0
7
0
同
）
は
彼
の
超
越
論
的
哲
学
の
時
　
　
　
（
思
惟
の
）
諸
原
則
か
ら
説
明
さ
れ
る
為
に
転
ぜ
ら
れ
引
き
廻
さ
れ
一
面

期
に
於
い
て
す
ら
内
在
す
る
傾
向
で
あ
り
、
生
け
る
現
実
全
体
の
基
盤
の
　
　
化
さ
れ
曲
げ
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
事
で
は
な
く
、
そ
う
で
は
な
く
て
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

根
拠
付
け
を

試
み
た自
然
哲
学
も
、
明
ら
か
に
神
話
と
の
根
源
的
親
和
性
　
　
　
々
の
思
想
が
現
象
と
の
関
係
に
立
つ
為
に
何
処
へ
向
け
て
（
黒
o
げ
ぎ
）
我
々

　
　
　
　
ニ
レ
メ
ソ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

を自
ら
の
地
と
し
て
お
り
、
人
間
の
自
然
へ
の
関
係
の
内
に
優
れ
て
歴
　
　
　
の
思
惟
が
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
事
、
こ
れ
が
今
問
わ
れ

史
的
な
る
も
の
へ
の
連
関
及
び
「
歴
史
の
根
拠
と
地
平
」
す
ら
を
読
み
取
　
　
　
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
囲
日
貧
H
鵯
。
｛
・
×
憲
凸
・
院
“
。
・
×
目
く
鐘
）
。
こ
こ
に
は
、
従

る
解
釈
も
可
能
で
あ
る
（
U
°
冒
げ
巳
σ
Q
”
零
巴
苧
O
窃
。
ぼ
魯
叶
9
国
β
冨
学
　
　
来
の
哲
学
で
は
把
え
る
事
の
不
可
能
で
あ
っ
た
神
話
と
い
う
新
し
い
境
域

○
。
。
，
。
匿
o
ψ
自
・
≦
・
≦
団
o
ξ
民
“
U
凶
o
諺
昌
密
ロ
σ
q
o
伍
・
℃
F
ω
ω
・
ω
目
≦
H
。
。
O
　
　
に
対
す
る
彼
の
尋
常
な
ら
ぬ
覚
悟
が
読
み
取
れ
る
。
神
話
と
い
う
「
対
象

ω
゜
b
⊃
緕
ご
。
こ
こ
で
詳
述
で
き
な
い
が
『
芸
術
の
哲
学
』
に
於
い
て
も
神
　
　
　
に
相
応
し
く
生
い
立
ち
同
じ
高
さ
に
ま
で
至
る
為
に
」
（
餌
。
p
O
°
）
何
処
に

話
の
「
世
界
性
の
性
格
」
比
喩
と
対
膝
的
な
「
有
」
の
性
格
強
調
の
解
釈
　
　
　
向
け
て
思
惟
は
自
己
を
新
た
に
開
く
べ
き
で
あ
る
の
か
。
神
話
を
神
話
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が

展開
さ
れ
て
い
る
（
く
劇
ド
ω
脚
劇
　
①
゜
駆
悼
O
）
。
こ
の
よ
う
に
神
話
の
地
平
は
初
期
　
　
　
し
て
真
に
理
解
す
る
為
に
、
こ
の
《
≦
o
匡
昌
が
、
即
ち
、
思
惟
の
地
平

から
し
て
自
然
・
芸
術
、
更
に
宗
教
の
領
域
と
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
神
話
・
　
　
　
愁
新
か
齢
腸
ぎ
画
事
轟
が
解
廊
艀
に
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
或
る

自
然
・
芸
術
．
宗
教
は
、
例
え
ば
へ
ー
ゲ
ル
に
於
い
て
の
如
く
概
念
（
知
）
　
　
意
味
で
従
来
の
形
而
上
学
（
絶
対
的
ロ
ゴ
ス
）
支
配
の
自
明
性
が
破
れ
、

へと
止
揚
さ
れ
る
べ
き
表
象
の
形
式
に
於
け
る
絶
対
者
の
一
段
階
と
し
て
　
　
思
悔
齢
鄭
（
箋
o
ぼ
昌
）
ひ
郎
邑
吟
脚
、
言
わ
ば
思
惟
（
形
而
上
学
）
の
根
抵

思惟
に
抱
摂
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
く
、
思
惟
に
ょ
る
乗
り
超
　
　
　
へ
の
帰
向
と
も
言
う
べ
き
隠
れ
た
動
向
す
ら
窺
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

え
を
拒
む
如
き
、
そ
れ
故
思
惟
が
そ
こ
へ
向
っ
て
叉
そ
の
中
で
動
く
如
き
　
　
　
伍
　
主
観
性
に
染
め
ら
れ
ぬ
実
在
性
の
深
み
へ
の
思
惟
の
関
心
は
、
同

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

独自
の
積
極
的
境
域
（
実
在
の
深
み
）
を
な
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
一
性
哲
学
期
の
「
思
惟
者
の
捨
象
」
（
H
≦
O
鐙
）
に
も
出
て
い
た
が
、
最
も
強

こ
の
実
在
の
深
み
の
独
自
性
・
積
極
性
が
歴
史
の
根
拠
と
地
平
へ
と
主
題
　
　
　
い
緊
張
は
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
期
の
「
学
と
し
て
の
哲
学
の
本
性
」
で
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ス
ク
ダ
ロ
ゼ

的
に
問

わ
れる
事
、
こ
れ
が
後
期
の
神
話
論
で
あ
る
。
だ
か
ら
神
話
は
断
　
　
　
さ
れ
た
所
謂
「
脱
自
」
（
罠
謡
H
）
で
あ
る
。
「
哲
学
と
は
、
一
言
で
語
る
な

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

じ
て
思
惟
の
素
材
で
は
な
い
。
我
々
は
次
句
の
驚
く
程
新
し
い
響
き
に
傾
　
　
　
ら
自
由
な
精
神
の
行
為
で
あ
る
。
…
…
哲
学
に
と
っ
て
肝
要
な
の
は
、
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

聴
し
た
い
。
　
「
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
事
は
、
如
何
に
（
神
話
と
い
う
）
　
　
　
に
私
自
身
か
ら
出
立
す
る
様
な
一
切
の
知
を
超
え
て
自
己
を
高
め
る
こ
と

現象
が
、
我
々
が
か
つ
て
踏
み
超
え
る
だ
け
の
決
心
の
つ
か
な
か
っ
た
　
　
で
あ
る
」
（
強
調
原
丈
同
曽
拐
）
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
「
一
切
を
捨
離



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
デ
イ
ヵ
ル

す
る
」
脱
自
が
、
精
神
の
行
為
と
し
て
、
「
時
の
只
中
で
し
か
も
時
の
元
　
　
性
の
深
淵
へ
と
徹
底
的
に
時
性
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
事
に
ょ
っ
て

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

初
か
ら
」
　
「
新
に
生
れ
」
直
す
如
き
根
源
的
開
始
性
を
も
含
意
す
る
事
で
　
　
実
在
の
根
抵
は
歴
史
の
根
抵
へ
と
具
体
化
さ
れ
、
そ
こ
に
神
話
の
実
在
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

あ
る
（
H
×
N
§
詮
o
）
。
脱
自
、
及
び
「
一
切
を
貫
い
て
行
き
な
が
ら
何
も
の
　
　
歴
史
性
が
そ
の
根
源
か
ら
問
い
出
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
初
期
の
《
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

にも
止
ま
ら
な
い
」
根
源
者
の
動
性
は
歴
史
性
の
方
向
で
解
釈
さ
れ
る
べ
　
　
古
V
へ
の
関
心
は
　
『
世
代
』
　
〔
「
お
う
過
去
よ
、
汝
、
　
思
想
の
深
淵
」

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
剛
O
の
「
脱
自
的
歴
史
」
か
ら
「
現
実
的
歴
史
」
　
　
（
≦
掛
×
≦
H
H
）
〕
の
途
絶
に
於
い
て
恐
ら
く
思
惟
の
極
北
に
達
し
た
と
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
じ
フ

へ
の

移
行
参照
拷
H
≦
謡
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
が
、
こ
の
過
去
性
の
関
心
は
単
な
る
過
去
へ
の
郷
愁
や
「
根
源
時
の

　
　　

田

　
後期
の
神
話
論
に
ま
で
連
な
る
も
う
ひ
と
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
そ
　
　
喪
失
さ
れ
た
完
全
性
の
回
復
」
（
H
H
l
∩
r
∩
甲
9
畠
鑓
旨
Φ
同
”
ぐ
『
β
ζ
ω
゜
H
◎
o
O
）
へ
の

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ブ
プ
ア
ル

れは
、
　
『
哲
学
と
宗
教
』
　
（
一
八
〇
四
年
）
の
「
離
落
」
以
来
i
〔
そ
　
　
憧
憬
等
の
ロ
マ
ン
主
義
と
は
厳
し
く
隔
絶
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

れ
以前
に
も
既
に
フ
ィ
ヒ
テ
と
の
対
決
に
於
い
て
「
自
己
意
識
の
歴
史
」
　
　
過
去
性
は
、
実
在
と
歴
史
の
根
抵
と
し
て
現
在
が
そ
の
上
に
安
う
基
盤
で

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

「

超
越
論的
過
去
」
の
独
自
性
は
彼
の
眼
差
し
の
内
に
入
っ
て
い
た
が
〕
　
　
　
あ
り
、
断
じ
て
失
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
ま
さ
に
残
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

『自
由
論
』
　
（
一
八
〇
九
年
）
　
『
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
私
講
』
　
（
一
八
一
　
　
　
最
後
期
の
講
義
に
は
時
と
し
て
「
我
々
は
つ
い
昨
日
か
ら
有
る
ば
か
り

○年
）
　
『
世
代
』
　
（
一
八
一
一
ー
＝
二
年
）
等
を
一
貫
す
る
臆
耐
、
即
ち
　
　
で
杯
ぴ
ど
伍
知
い
か
い
伽
だ
」
（
≦
マ
巴
口
店
ぎ
ロ
α
q
。
ω
8
昌
ロ
巳
註
ω
ω
昌

テ

オ
ゴ

ニロ
　
　
　
　
ヨ
ス
モ
ゴ
ニ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

神
統
記
・
宇
宙
創
成
論
・
創
造
へ
の
問
を
合
せ
含
ん
だ
《
過
去
性
の
深
淵
》
　
　
巳
。
ぼ
。
。
）
と
い
う
感
慨
が
洩
れ
る
事
が
あ
る
（
N
°
切
。
×
H
＜
お
剛
゜
）
。
　
知
と
い

　
モ
チ
　
フ

の関
心
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
実
存
」
に
対
し
て
「
実
存
の
根
砥
」
、
「
有
者
」
　
　
う
事
が
当
時
ド
イ
ッ
観
念
論
の
中
で
至
高
の
場
を
占
め
て
い
た
事
を
考
え

に対
し
て
「
有
」
と
さ
れ
た
も
の
ー
〔
「
実
在
性
の
捉
え
尽
せ
ざ
る
基
底
、
　
　
合
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
言
葉
は
深
い
意
味
を
帯
び
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

断
じ
て
消
失
さ
れ
な
い
残
余
、
最
大
の
努
力
に
よ
っ
て
も
悟
性
へ
と
解
消
　
　
ま
い
。
こ
こ
に
は
彼
独
自
の
歴
史
の
根
本
経
験
と
有
限
性
の
自
覚
が
窺
え

さ
れ
る
事
な
く
根
抵
に
残
る
も
の
」
（
＜
同
H
的
8
）
と
か
「
克
服
さ
れ
て
も
絶
　
　
る
。
有
限
性
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
尋
常
の
如
く
将
来
の
終
局
へ
の
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

滅
さ
れ
る
事
な
く
、
す
べ
て
の
偉
大
さ
の
本
来
的
基
底
と
な
る
野
蛮
原
理
」
　
　
で
は
な
く
、
自
己
の
由
来
と
始
源
を
廻
っ
て
の
始
源
的
限
界
性
（
《
け
霞
巨
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（零
渉
望
く
日
ω
呂
と
か
言
わ
れ
た
〕
実
在
の
根
抵
を
「
時
の
始
源
（
注
意
。
　
　
目
吻
ロ
ρ
q
o
》
「
…
か
ら
始
ま
る
限
界
」
（
酋
く
。
、
“
N
）
で
あ
り
、
過
去
へ
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

時
の
中
に
非
ず
）
L
（
＜
H
H
爵
o
。
）
に
し
て
創
造
の
元
初
へ
と
問
究
め
て
ゆ
か
　
　
て
の
有
限
性
の
自
覚
で
あ
る
。
翻
え
っ
て
言
え
ば
、
彼
の
思
惟
の
地
平
は
、

んと
す
る
が
剛
で
あ
る
。
自
由
論
の
有
名
な
肋
無
駕
］
は
脱
底
的
な
過
去
　
　
過
去
の
深
淵
へ
向
け
て
卦
い
迩
い
躰
魯
か
歴
弥
齢
於
い
で
附
も
如
き
可
能

一
四
九



一
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　　
　
性
を
孕
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
　
〔
こ
こ
で
の
詳
述
は
断
念
せ
ざ
る
を
　
　
　
行
す
る
実
在
的
基
盤
と
し
て
の
（
最
古
の
）
「
神
話
な
し
に
は
、
歴
史
の
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
コ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　　
　
得
な
い
が
〕
実
は
こ
の
「
昨
日
か
ら
」
は
「
神
有
り
と
い
う
事
の
現
か
ら
、
　
　
初
も
基
督
教
へ
の
移
行
も
有
り
得
な
い
」
（
蚤
く
邑
。
と
い
う
の
も
世
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　　
　
即
ち
永
遠
性
か
ら
（
＜
o
ロ
計
餌
ロ
リ
畠
じ
。
O
。
菖
H
°
・
計
山
。
F
く
o
昌
国
≦
凶
σ
q
犀
o
幽
け
）
」
　
　
始
源
か
ら
す
べ
て
の
時
を
貫
い
て
来
た
宗
教
こ
そ
が
真
の
宗
教
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ロ

　
　　
（
×
目
く
。
。
§
と
い
う
神
の
有
の
現
、
「
絶
対
永
遠
性
」
↑
「
瞬
間
の
思
想
」
）
と
　
　
ら
で
あ
る
（
酋
く
§
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　　
言
わ
ば
逆
対
応
し
て
お
り
、
単
な
る
内
歴
史
的
長
短
を
超
出
し
た
有
限
性
　
　
　
　
以
上
、
最
古
の
神
話
へ
の
帰
向
と
は
、
世
界
の
始
源
へ
向
け
て
実
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

゜
　
　
の
自
覚
に
裏
う
ち
さ
れ
て
い
る
（
勲
・
・
o
。
。
㎝
P
§
噌
ω
§
。
と
も
あ
れ
解
釈
に
　
　
　
根
抵
を
歴
史
の
根
抵
へ
と
理
解
す
る
思
惟
の
道
で
あ
り
、
　
「
現
在
か
ら
過

　
　　
よ
っ
て
は
、
こ
の
「
我
々
」
の
中
へ
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
或
は
基
督
教
す
　
　
去
と
い
う
最
深
の
夜
へ
と
展
開
の
遙
か
な
道
程
を
逆
に
辿
る
」
（
津
諺
癖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　　
ら
入
っ
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
　
「
過
去
に
対
し
て
現
在
以
外
の
規
準
し
　
　
　
途
方
も
な
い
思
惟
の
苦
闘
で
あ
る
。

　
　　
か
持
た
ぬ
」
（
区
目
く
H
O
弊
）
如
き
歴
史
理
解
は
悉
く
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
⇔

　
　　
〔
因
に
注
意
す
べ
き
は
、
彼
に
於
い
て
啓
示
と
神
話
と
の
「
実
体
的
内
容
　
　
小
論
の
課
題
は
、
彪
大
な
神
話
論
全
体
の
叙
述
（
全
体
の
概
観
に
は
白
。
。
α
O

　
　　
の
区
別
」
（
×
H
く
・
。
o
ド
。
。
o
）
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
最
深
の
意
味
で
の
　
　
　
の
表
参
照
）
で
は
な
く
、
神
話
の
本
質
的
歴
史
性
（
世
界
性
）
の
理
解
で

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　　
歴
史
に
於
い
て
歴
史
の
故
に
双
方
の
連
続
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
あ
り
、
如
何
に
神
話
が
後
期
の
思
惟
の
必
然
的
道
程
に
し
て
積
極
的
地
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　　
双
方
が
「
も
し
何
ら
積
極
的
な
る
も
の
（
最
大
強
調
原
丈
）
を
共
有
し
な
　
　
　
と
な
る
か
を
洞
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
論
究
は
主
と
し
て
神
話

　
　　
け
れ
ば
、
歴
史
は
二
つ
の
部
分
へ
と
崩
壊
し
て
…
…
歴
史
の
一
切
の
連
続
　
　
　
の
性
起
に
限
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ウ
テ
ゴ
ロ
リ
ツ
シ
ユ

　
　　
性
と
連
関
が
中
断
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
（
囲
目
く
ミ
）
。
基
督
教
の
歴
史
的
　
　
　
　
先
ず
神
話
理
解
へ
の
通
路
と
し
て
彼
の
《
富
9
0
α
q
o
目
置
昏
V
な
神
話
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ア
レ
ゴ
ロ
リ
ツ
ン
あ

　
　　
出
現
は
、
「
世
界
の
突
如
の
驚
異
の
転
換
」
「
最
も
偉
大
な
革
命
」
で
あ
り
、
　
　
釈
を
見
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
特
殊
が
普
遍
を
意
味
す
る
如
き
「
比
喩
的
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　　
異
教
古
代
の
運
命
を
決
定
し
て
い
た
「
盲
目
の
宇
宙
的
原
理
」
の
超
克
で
　
　
　
（
巴
♂
σ
q
O
誌
ω
O
げ
く
郎
鳶
需
十
簿
『
毬
駄
e
”
他
を
語
る
）
解
釈
に
対
し
て
、
特
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　あ
る
（
M
（
H
／
N
μ
リ
レ
刈
O
鰯
b
二
◎
◎
㊤
）
。
彼
は
プ
ル
タ
ル
ク
の
意
義
深
い
言
葉
「
大
な
る
　
　
が
そ
の
ま
ま
普
遍
で
有
る
事
を
積
極
的
に
主
張
す
る
解
釈
（
富
ロ
9
α
q
霞
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　　
パ
ー
ン
は
死
ん
だ
」
に
、
古
代
世
界
め
神
々
の
脱
去
と
没
落
を
見
て
い
る
　
　
　
。
ず
く
鍵
ミ
9
＋
費
8
・
智
同
一
を
語
る
「
同
言
的
」
と
で
も
訳
す
べ
き
か
）

　
　　
（
×
H
く
謡
O
）
。
だ
が
、
超
克
さ
れ
た
異
教
の
実
在
性
が
深
く
理
解
さ
れ
る
事
　
　
　
で
あ
る
。
例
え
ば
、
神
々
は
比
喩
で
も
象
徴
で
も
な
く
「
現
実
に
実
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　　
な
し
に
は
、
基
督
教
の
実
在
性
も
認
識
さ
れ
得
ぬ
（
属
同
く
8
剛
）
。
啓
示
に
先
　
　
る
存
在
者
」
で
あ
り
、
何
か
他
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
「
神
々
自
身

1



　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ウ
テ
ゴ
ロ
リ
ツ
シ
ユ

で有
る
所
の
も
の
を
の
み
意
味
す
る
」
（
区
コ
O
①
り
×
H
目
目
㎝
8
）
。
「
同
言
的
」
　
　
　
め
か
ら
自
己
の
外
に
出
て
い
る
様
な
「
世
界
」
全
体
の
経
験
で
あ
り
、
生

　
　
　
　
　
　
タ
ウ
ト
ロ
ギ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
、
空
虚
な
同
語
反
復
で
は
な
く
意
味
と
鋭
く
対
蹴
す
る
有
の
次
元
、
　
　
　
き
た
自
然
の
根
源
性
が
再
び
歴
史
の
場
と
な
る
様
な
大
き
な
動
性
を
孕
む

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
か
も
有
が
そ
の
ま
ま
言
葉
と
な
る
如
き
有
の
次
元
を
開
く
卓
越
し
た
神
　
　
　
知
ら
れ
ざ
る
経
験
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ネ
ア
ロ
ギ
ロ

話解
釈
で
あ
る
。
　
〔
例
え
ば
聖
餐
。
パ
ン
と
葡
萄
酒
は
主
の
身
体
と
血
を
　
　
　
神
話
と
は
一
般
に
神
々
の
系
譜
（
O
窪
o
巴
。
α
q
芭
で
あ
る
が
、
彼
に
於

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

意
味
する
の
で
は
な
く
「
血
と
身
体
で
有
る
所
の
も
の
で
有
る
」
　
（
強
調
　
　
　
い
て
は
「
神
々
の
教
説
」
と
い
う
よ
り
も
本
来
的
に
は
「
神
々
の
歴
史
」

原文
）
（
×
冥
ω
§
と
い
う
〕
。
神
話
に
は
意
味
や
象
徴
に
解
消
さ
れ
得
な
い
　
　
　
（
O
α
け
け
臼
o
q
。
ω
。
ぼ
魯
8
）
、
し
か
も
神
々
が
単
に
現
象
す
る
歴
史
で
は
な
く

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
オ
ゴ
ニ
ロ

有
の
連
関
が
常
に
あ
る
。
し
か
も
有
を
語
る
と
い
う
よ
り
有
が
語
る
と
い
　
　
神
々
が
産
み
生
れ
る
と
い
う
実
在
性
を
内
に
含
ん
だ
「
神
統
記
」
（
↓
ず
o
？

う
次
元
が
神
話
の
隠
れ
た
本
質
を
な
す
。
こ
の
解
釈
に
ょ
っ
て
、
人
間
の
　
　
α
Q
o
三
〇
）
と
し
て
の
歴
史
で
あ
る
禽
＝
o
。
。
）
。
O
①
ロ
雷
』
o
σ
q
♂
や
目
冨
9
α
q
o
艮
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ノ
ス
　
　
　
ゲ
コ
　
ガ
イ
ア

主
観
的

捏造
に
よ
ら
な
い
神
話
の
客
観
性
（
ー
真
性
）
が
初
め
か
ら
深
く
　
　
　
の
こ
の
《
α
q
o
三
ρ
O
。
ロ
魯
》
が
含
意
す
る
今
曾
。
♂
。
h
§
°
建
冒
V
等
の

肯定
さ
れ
て
い
る
。
神
話
へ
帰
向
す
る
思
惟
の
出
発
点
は
、
神
話
と
い
う
　
　
深
い
意
味
が
、
近
代
の
生
物
学
的
範
疇
を
踏
み
超
え
た
如
き
次
元
か
ら
理
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「

対象
に
於
い
て
、
即
ち
有
に
於
い
て
、
世
界
自
身
に
於
い
て
」
真
性
が
　
　
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
彼
の
思
惟
は
、
自
由
論
以
降
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

有
る
と
い
う
前
提
で
あ
り
、
こ
の
真
性
を
問
う
事
は
真
性
と
共
に
措
定
　
　
　
神
を
「
生
命
」
と
し
て
把
捉
せ
ん
と
す
る
大
胆
な
試
み
の
中
で
苦
闘
し
て

　
　
へ

さ
れ
た
有
を
問
う
事
で
あ
る
（
×
H
H
H
N
8
）
。
こ
の
「
有
の
真
相
を
極
め
る
　
　
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
「
歴
史
の
究
極
の
内
容
は
産
出
で
あ
る
」
（
図
H
日
の
。
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（
ミ
ミ
ミ
α
器
ω
o
旨
犀
o
ヨ
日
o
ロ
H
有
の
裏
へ
廻
る
）
」
事
が
思
惟
の
否
み
　
　
が
、
こ
の
産
出
は
自
然
の
過
程
に
し
て
歴
史
の
過
程
で
あ
り
、
言
わ
ば
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
タ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ト
ウ
ワ
サ
ナ
ト
ウ
ラ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ノ
ス

難
い
要
求
で
あ
る
。
こ
の
有
《
翫
艮
霞
》
は
同
時
に
有
の
《
く
o
》
で
あ
り
、
　
　
然
と
歴
史
と
が
出
逢
う
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
能
産
的
自
然
が
歴
史
的
産
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ア

後
に
我
々
は
こ
の
《
く
o
》
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ま
で
深
化
す
る
処
に
神
話
の
本
質
も
あ
る
。
「
神
話
と
は
、
よ
り
高
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
テ
ソ
ツ

　神
話
と
は
、
人
間
の
恣
意
空
想
の
所
産
で
は
な
ぐ
、
歴
史
の
根
源
に
関
　
　
　
の
展
相
に
於
い
て
自
己
を
反
復
す
る
自
然
の
歴
史
で
あ
る
」
（
＜
H
昌
お
b
。
）
。

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

わる
《
最
古
の
も
の
V
と
し
て
人
間
の
主
観
性
に
依
存
し
な
い
実
在
性
を
　
　
　
だ
が
自
然
の
歴
史
は
神
話
に
於
い
て
同
時
に
歴
史
の
自
然
（
本
性
）
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

含
み
な
が
ら
、
何
か
し
ら
人
間
自
身
が
そ
れ
と
自
覚
せ
ず
既
に
経
験
し
て
　
　
　
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
自
然
は
「
丈
字
で
書
か
れ
た
ど
ん
な
啓
示
よ
り
も
よ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

来
た
も
の
で
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
経
験
は
、
所
謂
無
意
識
　
　
　
り
古
い
」
（
く
H
目
自
㎝
）
「
宗
教
の
源
泉
」
（
く
H
H
口
0
9
）
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、

の自
己
投
影
と
い
っ
た
隠
れ
た
主
観
性
に
纒
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
初
　
　
　
歴
史
の
元
初
〔
「
絶
対
的
に
で
な
く
相
対
的
に
歴
史
以
前
的
」
（
器
ポ
寓
く
H

一五
一



・

一
五
二

く

o茜
。
ω
。
窪
昏
臣
号
）
境
域
〕
に
ま
で
届
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
図
H
器
繰
゜
）
。
　
　
神
を
措
定
す
る
自
然
（
本
性
）
で
有
る
」
「
現
実
行
為
的
（
舘
窪
）
に
で
な
く

だ
が
神話
は
自
然
諸
力
の
象
徴
や
自
然
神
化
で
は
な
い
。
か
か
る
も
の
と
　
　
　
自
然
本
性
自
体
か
ら
（
ロ
簿
珪
匂
ミ
）
神
を
措
定
す
る
者
で
あ
る
」
（
×
コ
。
。
m
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

鋭く
区
別
さ
れ
る
所
以
は
、
自
然
が
ま
さ
に
歴
史
の
自
然
で
あ
る
事
に
存
　
　
こ
の
措
定
（
ω
o
言
。
p
娼
8
霞
ρ
頃
o
ω
三
。
口
）
は
別
の
箇
所
で
は
「
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヒ
ト
の
ア
ク
ト
ウ
ス

す
る
。
神
話
が
自
然
の
歴
史
と
し
て
宗
教
性
の
深
く
豊
か
な
地
盤
と
な
る
　
　
自
体
的
に
－
行
為
（
諺
o
ε
ω
）
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
無
ー
偽
（
2
凶
号
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

のも
、
或
る
意
味
で
、
歴
史
と
人
間
の
自
然
（
本
性
）
で
も
あ
る
自
然
の
　
　
諺
。
言
ω
）
に
よ
っ
て
」
と
か
「
無
為
に
よ
っ
て
、
無
意
欲
・
無
意
志
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
ウ
ス

積
極性
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
、
人
間
の
宗
教
的
要
求
に
　
　
　
い
て
」
と
言
わ
れ
る
（
×
H
＝
N
。
H
H
o
）
。
行
為
で
な
い
措
定
と
は
何
か
。
こ
の

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
テ
イ
ス
あ
ス

は自
然
自
体
の
逆
説
ー
即
ち
超
自
然
的
な
る
も
の
に
対
す
る
人
間
の
ど
　
　
　
無
為
の
措
定
こ
そ
「
根
源
意
識
の
一
神
論
」
の
核
心
で
あ
り
、
神
話
の
根

ひ
熱
呑
鄭
郎
熱
か
憧憬
i
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
因
日
日
。
P
　
　
源
を
成
す
。
少
し
長
い
が
彼
自
身
の
説
明
を
聴
こ
う
。
　
「
根
源
的
本
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

§
図
嵩
①
。
。
）
。
　
人
間
の
こ
の
自
然
さ
無
し
に
は
超
自
然
は
「
不
然
自
」
と
　
　
　
人
間
は
、
彼
が
自
己
自
身
を
持
つ
前
は
、
即
ち
彼
が
何
か
別
の
も
の
に
な

な
る
黛
日
日
。
。
。
。
ご
。
神
話
の
根
抵
を
成
す
「
人
間
的
本
質
の
神
に
対
す
る
　
　
　
る
前
は
、
1
と
い
う
の
も
彼
が
自
己
自
身
へ
帰
向
し
つ
つ
自
己
自
身
に

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

根
源
的
実
在
的
関
係
」
（
×
H
H
H
H
O
ド
）
は
ど
こ
ま
で
も
自
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
　
　
　
客
観
と
な
れ
ば
彼
は
既
に
或
る
別
の
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
が
ー
そ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ぬ
。
神
話
が
所
謂
自
然
神
学
（
爵
①
巳
o
σ
q
貯
欝
言
目
巴
一
ω
）
の
形
而
上
学
と
は
　
　
　
る
前
は
、
自
体
的
に
言
わ
ば
自
己
自
身
以
前
に
（
碧
巨
傷
σ
Q
匠
。
訂
p
日

区
別さ
れ
た
深
い
意
味
で
の
「
自
然
な
宗
教
（
ー
神
話
）
」
（
×
日
H
o
・
。
属
H
N
㊤
釦
）
　
　
e
ミ
ω
μ
島
。
・
色
げ
・
。
け
）
有
る
。
人
間
は
、
そ
の
様
に
た
だ
ま
さ
し
く
端
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ソ
フ
オ
ァ
デ
ソ
ク
リ
ツ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

と
さ
れ
る
所
以
も
、
歴
史
と
人
間
の
自
然
の
「
思
惟
の
先
廻
り
の
出
来
ぬ
」
　
　
有
り
（
H
ω
け
）
、
未
だ
何
も
の
に
も
な
っ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
、
神
（
の
）
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

積
極性
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
切
①
≦
輿
じ
。
3
0
巻
O
o
穽
o
吻
）
で
有
る
。
彼
は
こ
の
意
識
を
持
つ
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　こ
の
自
然
な
実
在
関
係
に
着
目
し
て
、
「
神
話
の
究
極
的
前
提
」
（
×
H
H
。
。
m
）
　
　
く
、
そ
の
意
識
で
有
る
、
か
く
て
ま
さ
に
無
為
に
於
い
て
、
無
運
動
に
於
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
ち

と
言
わ
れ
る
神
話
の
根
源
へ
直
に
参
入
し
よ
う
。
「
思
惟
が
直
面
し
つ
つ
　
　
　
て
の
み
彼
は
真
の
神
を
措
定
す
る
者
で
あ
る
」
（
強
調
原
文
×
H
H
o
。
8
0
P
）
【
H
ミ
｛
）
。

先
廻り
出
来
ぬ
、
そ
の
限
り
一
切
の
思
惟
に
先
ん
ず
る
、
人
類
の
宗
教
と
　
　
　
こ
こ
で
神
措
定
は
神
意
識
と
言
わ
れ
て
い
る
。
神
に
窃
い
で
（
く
O
口
）
の
意

し
て
の
神
話
は
、
意
識
と
い
う
自
熱
偽
神
を
措
定
す
る
も
の
か
ら
（
9
易
　
　
　
識
で
邸
か
い
。
人
間
の
根
源
意
識
の
本
質
は
神
意
識
で
有
る
。
そ
れ
を
捧

山①
ヨ
昌
暮
口
島
。
匡
O
o
洋
n
ω
2
N
o
巳
Φ
巨
山
o
ω
b
d
o
≦
仁
露
ω
①
団
口
ω
）
の
み
把
捉
　
　
　
う
の
で
な
く
そ
れ
で
撫
み
。
原
丈
に
於
い
て
二
度
目
に
強
調
さ
れ
た
「
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

さ
れ
得
る
」
（
強
調
原
丈
×
冨
お
）
。
「
人
間
は
そ
の
根
源
的
本
質
に
於
い
て
　
　
　
る
」
は
、
一
度
目
に
強
調
さ
れ
た
大
文
字
の
「
有
る
」
に
ー
如
何
な
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
　
ウ
ソ
ト
　
マ
オ
ア
　
ジ
ツ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
　
ウ
ン
ト
ロ
フ
オ
ア
ジ
ツ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
へ

も
の
の
先
行
を
も
許
さ
な
い
《
雪
巨
価
q
ミ
゜
・
凶
警
》
、
自
己
以
前
の
《
く
。
》
　
　
　
な
く
て
「
自
体
的
且
自
己
以
前
的
に
は
、
ひ
と
つ
の
新
し
い
運
動
の
再
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

の

構造
に
拠
っ
て
開
か
れ
た
端
的
な
有
に
基
い
て
い
る
。
こ
の
《
く
o
》
は
、
　
　
始
以
前
（
く
o
吋
ロ
①
日
§
馬
§
雷
誌
睾
α
q
）
に
右
㎝
り
、
…
…
無
為
に
於
い
て
神

人間
の
「
切
の
「
手
出
し
」
（
N
暮
ロ
ロ
）
、
意
識
の
一
切
の
動
性
・
知
・
意
　
　
措
定
者
で
あ
る
L
（
蚤
目
§
曽
×
H
H
。
。
㎝
）
。
こ
こ
で
「
饅
臣
扉
前
」
が
「
再
開
始

志
等
こ
れ
ら
一
切
に
「
跡
替
与
郎
か
い
」
如
き
、
塒
蜥
か
存
の
楓
源
静
附
　
　
以
前
L
と
同
置
さ
れ
る
所
以
は
、
意
識
が
本
来
的
に
は
自
己
卦
来
或
は
自

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

始性
の
瞬
間
的
場
と
も
言
う
べ
き
も
の
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
　
〔
こ
　
　
　
己
反
復
と
し
て
「
自
然
過
程
全
体
の
目
標
に
し
て
終
局
」
で
あ
っ
て
、
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

の引
用
に
は
言
口
昌
警
雪
講
義
に
於
け
る
コ
切
の
有
に
於
け
る
根
本
矛
　
　
　
に
自
己
の
根
抵
に
自
然
過
程
の
全
運
動
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
プ
ス
タ
ソ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
サ
ロ
ジ
ツ
ヒ

盾
」
と
し
て
の
「
自
己
惹
起
」
（
ω
。
子
゜
。
け
5
g
団
警
§
α
q
×
§
）
及
び
勺
O
に
於
　
　
　
（
×
日
鐸
×
目
H
ご
。
。
・
。
）
。
意
識
の
本
質
「
実
体
」
は
、
自
然
に
於
い
て
「
外
自
的
」
、

け
る
《
影
麗
謳
酵
既
詠
。
げ
な
有
Y
朋
「
絶
対
永
遠
性
」
1
1
「
瞬
間
の
思
想
」
　
　
　
人
間
に
於
い
て
「
鴎
鶴
的
」
な
「
か
の
B
」
、
「
自
己
自
身
の
内
に
連
れ
戻

（×
H
＜
§
・
。
。
食
H
§
と
の
内
的
対
応
あ
り
、
各
々
参
照
〕
。
〔
因
に
注
意
す
べ
　
　
　
さ
れ
た
、
自
己
自
身
へ
と
再
帰
し
た
B
」
（
×
目
口
H
。
。
）
で
あ
る
。
《
B
》
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

き
は
、
こ
の
神
措
定
の
根
源
関
係
は
、
所
謂
原
啓
示
（
d
ド
o
中
o
昌
げ
四
昌
ロ
σ
q
）
　
　
実
在
の
根
抵
を
成
す
根
源
的
自
然
の
最
初
の
原
理
で
あ
り
、
　
「
質
料
因
」

と
区
別
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
「
啓
示
の
概
念
は
、
そ
こ
ま
で
、
即
ち
人
間
の
　
　
　
（
。
碧
路
旨
鉾
⑦
臥
9
評
”
ミ
唱
噂
ミ
臥
勲
思
。
§
↓
§
碕
貯
）
と
か
プ
ラ
ト
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ペ
イ
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
イ
ソ
ケ
ネ
ン

神
へ
の
根
源
関
係
に
ま
で
拡
張
さ
れ
得
な
い
」
（
×
H
§
）
。
啓
示
は
、
厳
密
な
　
　
　
「
限
界
な
き
も
の
」
（
巳
響
・
ミ
ミ
）
に
比
さ
れ
る
「
有
可
能
」
、
実
在
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
テ
ン
ツ

意味
で
歴
史
に
於
け
る
「
行
為
」
と
の
内
的
連
関
i
l
神
か
ら
切
断
さ
れ
　
　
　
一
展
相
（
勺
0
8
自
”
窃
ミ
§
3
）
の
事
で
あ
る
（
×
H
H
這
炉
）
。
こ
の
再
帰
し
た
B

た

人間
を
再
び
取
り
戻
す
神
の
行
為
と
し
て
の
ー
を
含
む
故
に
、
意
識
　
　
　
は
、
意
識
の
本
質
性
（
「
潜
在
性
及
び
取
心
性
」
）
に
於
い
て
「
神
を
措

本
質
の
元
初
に
啓
示
は
前
提
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
も
な
い
　
　
定
す
る
も
の
と
し
て
の
神
性
全
体
の
根
拠
」
で
あ
り
、
意
識
が
未
だ
動
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
コ
テ
イ
ス
ム
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ル
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ア
ジ
ツ
ヒ

と
「
人
間
意
識
の
根
源
的
な
無
・
神
論
」
（
諺
1
け
ゲ
Φ
凶
ω
H
P
口
ω
）
を
主
張
す
る
こ
　
　
　
て
は
な
ら
ぬ
「
場
」
を
成
す
（
酋
冒
。
。
噛
員
）
。
無
・
為
の
《
＜
o
訟
♂
ゲ
》
は
B

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
図
H
H
お
唱
×
同
H
昌
O
h
°
）
。
「
自
己
を
啓
示
す
る
（
顕
わ
す
）
　
　
の
自
己
到
来
の
場
の
瞬
間
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
意
識
が
如
何
に
し
て
神

事
の
出
来
る
の
は
、
先
ず
も
っ
て
覆
蔵
さ
れ
た
も
の
の
み
で
あ
る
」
（
≦
昌
　
　
　
へ
と
来
る
の
か
」
と
い
う
問
は
許
さ
れ
な
い
（
讐
H
§
・
く
昌
蔭
・
。
。
。
）
。
こ
こ
に

H
。
。

刈
）
。
こ
の
「
覆
蔵
性
」
（
＜
霞
び
霞
σ
Q
窪
ゲ
。
一
汁
）
の
先
行
の
場
が
神
話
の
歴
　
　
　
は
、
　
「
神
の
概
念
や
表
象
が
立
ち
入
る
時
間
」
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。

史
性
を

成
す事
に
な
る
（
×
目
H
目
H
o
。
o
o
）
。
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
↑
○
㌔
含
o
》
に
於
け
る
間
髪
を
入
れ
ぬ
端
的
な
有
（
H
°
。
け
）
伽
瞬
陽
は

　根
源
的
人間
の
純
粋
な
意
識
本
質
は
、
郎
己
意
識
で
も
対
象
意
識
で
も
　
　
　
む
し
ろ
逆
に
或
る
別
の
不
可
思
議
な
新
し
い
運
動
の
瞬
間
な
の
で
あ
る
。

一
五
三
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へ

即
ち
「

最初
の
運
動
」
と
は
「
そ
れ
に
ょ
っ
て
意
識
が
神
か
ら
離
れ
る
運
　
　
　
と
し
て
の
歴
史
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
二
重
に
歴
史
的
で
あ
る
。
　
①
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ヘ
　
　
ヘ
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ロ

動
で
あ
る
」
（
酋
H
μ
8
）
。
こ
の
謎
は
「
神
的
自
己
か
ら
の
疎
外
」
（
岳
Φ
国
ロ
サ
　
　
神
話
は
「
現
実
の
神
統
記
、
神
々
の
歴
史
」
で
あ
り
、
神
々
の
現
実
の
有

津
o
日
山
虞
昌
餅
q
く
8
山
。
旨
頓
0
3
巳
凶
警
o
ロ
ω
9
げ
゜
・
け
）
と
も
呼
ば
れ
る
（
強
調
原
　
　
　
の
根
抵
に
真
に
神
的
な
る
も
の
が
照
射
さ
れ
る
　
（
「
神
々
の
根
抵
に
神
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

丈
×
H
§
）
。
意
識
根
源
は
「
神
的
に
措
定
さ
れ
る
」
が
、
そ
の
「
神
的
」
　
　
　
存
す
る
L
×
田
8
×
＝
。
。
。
）
限
り
、
神
話
の
究
極
の
内
容
は
「
意
識
に
於
け

の

意味
は
、
　
「
再
び
神
臨
熟
か
鄭
か
み
可
能
性
」
を
潜
在
的
に
住
わ
せ
る
　
　
　
る
神
の
現
実
的
生
成
L
（
×
口
。
。
。
。
）
で
あ
る
。
　
㈹
神
話
は
「
意
識
自
身
が
現
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程
に
神的
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
（
M
ハ
H
H
　
ω
O
　
諺
ロ
ロ
P
。
）
。
こ
の
二
重
性
は
、
　
　
実
に
遂
行
す
る
」
神
統
記
的
過
程
と
し
て
、
意
識
自
身
の
歴
史
で
も
あ
る

後述
の
論
究
の
核
心
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騨
9
°
○
％
既
述
の
如
く
、
こ
の
過
程
の
根
源
は
意
識
本
質
の
神
措
定
に
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ロ

こ
の
最
初
の
運
動
こ
そ
意
識
の
現
実
化
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
意
識
は
　
　
　
基
づ
い
て
い
た
が
、
意
識
は
、
自
己
の
現
実
化
と
共
に
か
の
措
定
が
産
出
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へ

「神
統
記
的
過
程
」
（
神
話
の
運
動
）
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
る
（
H
臭
国
9
）
。
　
　
に
転
ぜ
ら
れ
る
こ
の
神
統
記
運
動
を
自
己
自
身
の
運
動
と
し
て
経
験
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「

神話
は
（
意
識
に
関
し
て
は
）
ひ
と
つ
の
必
然
的
過
程
に
依
っ
て
性
起
　
　
　
（
×
H
口
一
。
。
・
×
コ
o
。
。
・
×
H
H
H
8
）
。
だ
が
留
意
す
べ
き
は
、
神
話
は
人
間
意
識
の
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する
。
そ
の
過
程
の
根
源
は
超
歴
史
的
な
る
も
の
の
中
へ
自
己
を
失
な
い
、
　
　
所
産
で
は
な
く
、
言
わ
ば
「
人
間
以
前
的
（
＜
O
H
H
P
O
ロ
ロ
励
O
ゲ
一
団
O
ゲ
）
意
識
」

意
識自
身
に
は
自
己
を
隠
す
の
で
あ
る
L
（
原
文
最
大
強
調
酋
H
㊤
・
。
）
。
神
話
　
　
　
（
×
同
H
誌
o
）
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
「
自
身
体
的
な
神
統
記
的
諸
力
」
の
抗
争

　
　
ヘ
　
ヘ
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ロ
　
　
　

の

根源
が
隠
れ
る
事
と
神
話
の
運
動
の
必
然
的
性
起
は
同
時
で
あ
る
。
こ
　
　
　
が
、
意
識
の
内
奥
に
於
い
て
神
話
的
表
象
を
産
出
せ
し
め
る
の
で
あ
る
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こ
に
は
、
神
話
と
歴
史
の
現
実
的
始
源
を
廻
っ
て
人
間
の
「
深
い
夜
の
　
　
（
×
H
H
§
）
。
何
か
外
的
自
然
力
で
な
く
「
意
識
自
身
の
内
奥
に
起
き
上
る
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意識
」
（
＜
H
H
ω
8
・
≦
属
ω
§
の
根
拠
づ
け
難
い
開
　
始
　
性
の
謎
が
あ
る
。
　
　
諸
力
L
が
神
話
過
程
の
内
容
を
成
す
限
り
、
神
話
は
「
主
観
的
」
に
見
え
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ポ
テ
ソ
ツ

そ
こ

で
先
ず気
づ
く
事
は
、
神
話
の
運
動
の
必
然
性
で
あ
り
、
意
識
に
と
　
　
る
が
、
こ
の
諸
力
は
、
そ
れ
自
体
神
統
記
的
諸
力
（
「
単
に
表
象
さ
れ
た
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

っ

て

不
可
避
な或
る
被
投
性
（
人
間
の
「
現
有
の
始
ま
り
」
に
於
け
る
「
抵
　
　
力
で
な
く
、
諸
力
そ
の
も
の
」
）
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
意
識
自
身
を
構
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

抗
」
出
来
ず
「
受
苦
す
る
」
の
み
の
不
可
思
議
な
「
流
れ
」
の
経
験
参
照
　
　
　
る
力
で
あ
る
限
り
、
神
話
は
優
れ
て
客
観
的
実
在
性
を
有
す
る
（
×
冒
§
。

×
目
§
）
の
事
で
あ
る
。
即
ち
、
神
話
と
は
、
意
識
の
現
実
化
と
同
時
に
　
　
か
く
し
て
神
話
は
神
々
の
歴
史
に
し
て
人
間
（
意
識
）
の
歴
史
で
あ
る
。
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へ

「真
実
に
性
起
す
る
（
毛
魯
跨
p
。
坤
臼
9
0
q
口
簿
）
、
行
為
に
於
い
て
（
ぎ
ロ
巽
　
　
　
「
神
話
が
性
起
す
る
過
程
ヒ
そ
、
そ
れ
自
身
真
の
歴
史
で
あ
り
、
現
実
の

日冨
け
皿
本
当
に
）
意
識
淋
投
げ
込
ま
れ
る
運
動
」
（
原
丈
強
調
筥
§
）
　
　
　
出
来
事
で
あ
る
L
（
×
H
B
§
。
現
実
の
神
話
は
「
継
起
的
多
神
論
」
と
し
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て
ー
〔
今
、
詳
述
は
出
来
ぬ
が
〕
根
源
的
に
盲
目
な
開
始
的
一
神
論
か
　
　
根
拠
づ
け
難
く
基
づ
き
拠
っ
て
い
る
と
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
か
。
「
神
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し
　
ヘ
　
ヘ
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ら
自
由
な
真
の
一
神
論
（
ー
基
督
教
）
へ
の
「
移
行
現
象
」
（
図
ヨ
鱒
§
で
あ
　
　
　
か
ら
の
人
間
の
踏
出
」
と
は
、
初
期
以
来
一
貫
す
る
有
限
性
由
来
へ
の
問
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へ

り
、
根
源
的
途
上
性
と
徹
底
的
歴
史
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
多
神
論
の
　
　
　
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
絶
対
者
の
自
己
踏
出
」
と
し
て
「
世
界
の
謎
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

共
時性
よ
り
も
継
起
性
が
強
調
さ
れ
、
神
話
は
、
運
動
全
体
か
ら
見
れ
ば
　
　
　
呼
ば
れ
て
い
た
（
H
ω
H
9
曽
H
H
譜
。
出
宅
〉
お
㎝
為
O
恥
9
＜
H
H
H
b
。
出
）
。
　
世
界
の
謎

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「真
性
へ
の
道
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
真
性
で
あ
る
」
（
図
H
卜
。
H
b
。
』
ド
し
と
さ
　
　
　
1
神
話
。
神
話
と
歴
史
の
開
始
性
は
、
世
界
の
謎
か
ら
再
び
検
討
さ
れ

え
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
す
べ
き
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
も
う
一
度
神
話
の
「
究
極
の
前
提
」
と
し
て
の
、
根
源
的
人

　
以
上
が

前
歴
史的
に
暗
く
超
歴
史
的
に
隠
さ
れ
た
神
話
の
根
源
か
ら
瞥
　
　
　
間
の
端
的
な
有
に
於
け
る
神
措
定
に
ま
で
戻
っ
て
み
ょ
う
。
す
る
と
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

見
し
た
神
話
の
概
要
輪
郭
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
決
定
的
難
関
が
ひ
と
つ
　
　
に
は
、
神
措
定
を
、
現
在
の
人
間
の
有
へ
と
直
接
的
に
短
絡
さ
せ
る
「
狂

残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
か
の
「
神
的
自
己
か
ら
の
疎
外
」
と
呼
ば
れ
　
　
　
信
」
　
（
ω
号
≦
9
、
目
旨
霞
o
μ
）
と
区
別
し
て
言
わ
れ
た
次
の
句
が
見
い
出
さ
れ

　
　
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
　
　
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ア
ザ
イ
ソ

た
意識
の
最
初
の
運
動
の
現
実
的
始
源
の
問
題
で
あ
り
、
同
時
に
歴
史
と
　
　
　
る
。
　
「
（
根
源
的
人
間
の
）
か
の
根
源
有
（
d
詠
①
着
）
と
彼
の
今
の
有
と

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し

て
の神
話
の
始
源
の
現
実
性
の
問
題
で
あ
る
。
即
ち
意
識
の
本
質
か
ら
　
　
の
間
に
、
性
起
に
満
ち
た
巨
大
な
歴
史
全
体
が
そ
の
只
中
に
存
す
る
」

現実
へ
の
移
行
は
如
何
に
性
起
す
る
の
か
。
歴
史
と
神
話
の
現
実
的
開
始
　
　
　
（
象
。
α
q
碧
N
。
σ
q
呂
じ
。
①
葭
①
μ
σ
q
口
凶
し
。
く
〇
一
ぽ
O
。
ω
。
臣
。
ゴ
。
ぎ
傷
。
目
冨
ぎ
。
）

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

性
は
何
処
に
又
如
何
に
開
か
れ
て
来
る
の
か
。
こ
の
間
に
対
し
て
は
、
〔
神
　
　
の
で
あ
る
（
×
H
H
。
。
ゆ
）
。
右
の
句
を
次
の
句
と
比
べ
て
み
よ
う
。
「
神
話
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
イ
ス
テ
イ
ツ
シ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

話論
へ
移
行
す
る
コ
神
論
」
の
部
の
結
語
に
於
い
て
〕
次
の
如
く
答
え
　
　
容
は
、
俗
な
有
神
論
的
教
説
概
念
が
言
う
如
き
抽
象
的
に
宗
教
的
な
る

ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
麟
H
日
し
o
　
）
。
現
実
の
歴
史
と
し
て
の
「
神
話
を
　
　
も
の
で
は
な
い
。
裸
の
本
質
性
に
於
け
る
意
識
と
現
実
化
に
於
け
る
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
出
す
る
運
動
」
は
「
神
か
ら
の
人
間
の
踏
出
」
と
同
様
に
「
非
恣
意
的
　
　
　
と
の
間
に
、
即
ち
、
意
識
に
於
い
て
単
に
本
質
的
に
措
定
さ
れ
た
統
一
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
サ
　
　
の
　
　
コ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

にし
て
」
「
そ
の
根
源
に
於
い
て
不
可
避
な
運
動
で
あ
り
」
、
「
こ
の
運
動
　
　
意
識
に
於
い
て
現
実
化
さ
れ
た
統
一
と
の
間
に
、
世
界
が
そ
の
只
中
に
存

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ヲ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の

最初
の
始
源
と
動
機
は
、
た
だ
ひ
と
え
に
意
識
自
身
固
有
の
、
そ
の
帰
　
　
　
す
る
」
（
畠
一
①
　
≦
〇
一
け
　
ゴ
P
山
O
同
　
ζ
凶
け
け
O
）
の
で
あ
る
。
（
蟹
悼
§
。
双
方
の
引

結
に
於
い
て
す
ら
楓
拠
外
か
難
い
（
旨
霞
α
q
昌
巳
一
凶
。
げ
）
、
律
蜘
（
日
ゲ
簿
）
で
　
　
　
用
句
の
内
的
連
関
か
ら
即
座
に
閃
く
事
は
、
価
処
容
神
話
が
運
動
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ツ
　
テ

あ
る
」
（
属
同
日
留
）
。
神
話
と
歴
史
の
現
実
的
開
始
性
が
意
識
自
身
の
行
為
に
　
　
　
か
と
い
う
《
神
話
の
場
所
》
が
、
《
只
中
》
に
的
中
す
る
事
で
あ
る
。
か
の

一
五
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
一
五
六

フ

オ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ミ
　
ツ
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ワ
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ

《
く
o
》
の
瞬
間
は
今
や
会
ぎ
。
》
を
開
き
出
す
の
で
あ
る
。
会
犀
①
》
　
　
話
が
過
程
に
於
い
て
有
す
る
真
性
は
、
何
も
の
を
も
排
除
し
な
い
、
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
何
か
。
明
ら
か
に
根
源
有
と
有
と
の
間
の
歴
史
は
意
識
の
本
質
性
と
　
　
普
遍
的
真
性
（
Φ
ぎ
o
巳
号
虜
磐
ω
゜
。
。
巨
団
①
ゆ
。
a
ρ
β
巴
ぐ
①
誘
亀
o
）
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ナ
ゴ
　
ユ
ツ
シ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ス
モ
ゴ
ロ
ニ
ツ
シ
ユ

現
実
化と
の
間
の
世
界
に
対
応
す
る
。
歴
史
は
世
界
な
の
か
！
「
性
起
に
　
　
（
酋
悼
邑
。
こ
こ
で
は
、
神
話
が
神
統
記
的
過
程
の
み
な
ら
ず
世
界
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

満
ち
た
巨
大
な
歴
史
全
体
」
1
歴
史
と
い
う
過
去
の
宏
大
な
地
平
そ
の
　
　
　
成
論
的
過
程
の
反
復
で
も
あ
る
事
が
語
ら
れ
て
い
る
。
蓋
し
神
話
は
《
日
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ニ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ス
　
モ
　
ゴ
　
　
ニ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

も
の
が
今
や
世
界
、
神
話
と
い
う
世
界
で
有
る
の
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
　
　
o
α
q
o
o
巳
。
V
と
《
国
o
ω
日
o
σ
Q
o
巳
。
》
と
の
等
根
源
性
に
成
立
す
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

神
話
は
《
神
々
の
歴
史
V
で
あ
る
と
同
時
に
《
神
々
の
世
界
V
で
も
あ
る
。
　
　
し
か
し
神
話
の
《
世
界
性
》
は
、
直
ち
に
《
丙
o
m
言
。
α
q
o
巴
①
》
に
尽
き
て

　
　
へ

神
々
の
世
界
と
は
、
神
々
の
領
域
と
か
活
動
空
間
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
　
　
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
。
神
話
の
A
真
性
》
、
し
か
も
「
何
も
の
も
排
除
し
な

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

恐ら
く
神
々
が
世
界
そ
の
も
の
で
有
る
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
ギ
　
　
い
真
性
」
と
は
一
体
何
で
有
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

リ
シ
ヤ
の
神
々
の
世
界
は
、
そ
の
広
さ
と
深
さ
に
於
い
て
、
こ
の
事
を
証
　
　
　
も
と
も
と
の
問
題
は
神
話
と
歴
史
の
始
源
の
現
実
性
で
あ
っ
た
。
そ
し

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
「
世
界
現
実
（
≦
〇
一
け
≦
帥
㎏
汚
嵩
O
げ
汀
O
同
け
①
口
）
と
は
真
　
　
　
て
神
話
の
歴
史
性
が
同
時
に
神
話
の
世
界
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
世

に他
な
ら
ぬ
ま
さ
に
神
々
の
こ
と
で
あ
る
、
神
々
の
現
前
と
開
示
（
O
融
o
－
　
　
界
の
現
実
的
開
始
性
も
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意
識
の
か
の
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
じ
　
ト

ロ
げ
鶏
琶
σ
Q
。
ロ
）
の
こ
と
で
あ
る
」
（
≦
殉
゜
9
8
”
日
ゲ
Φ
o
菩
p
ロ
ド
。
。
罫
く
σ
q
ピ
　
　
づ
け
難
い
行
為
と
神
話
の
世
界
性
と
は
如
何
な
る
連
関
に
あ
る
の
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
フ
ア
ソ
グ

国
。
量
匡
搾
津
α
q
°
切
゜
ω
O
）
。
そ
の
都
度
の
神
々
の
有
に
於
い
て
世
界
全
体
の
　
　
　
か
。
今
直
面
し
て
い
る
世
界
の
《
始
　
源
》
と
い
う
問
題
は
、
既
に
初
期

深
さ
と
広
さ
が
閃
開
さ
れ
る
。
そ
れ
故
彼
も
言
う
。
　
「
神
話
は
ひ
と
つ
の
　
　
の
「
絶
対
者
の
自
己
踏
出
」
（
龍
「
世
界
の
謎
」
）
で
あ
り
、
中
期
で
は

真
の
全
体
性
で
あ
り
、
　
そ
れ
自
身
で
ひ
と
つ
の
世
界
（
出
貯
゜
・
8
び
。
ぎ
Φ
　
　
　
「
絶
対
者
か
ら
現
実
へ
の
連
続
的
移
行
」
を
拒
絶
し
た
「
或
る
飛
躍
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
プ
プ
ア
ル

白
Φ
ε
で
あ
る
」
（
×
目
§
）
。
神
話
に
於
い
て
歴
史
は
世
界
で
あ
り
、
世
界
　
　
る
L
「
離
落
」
（
H
＜
ω
。
。
h
）
の
問
で
あ
り
、
『
世
代
』
で
は
、
「
永
遠
に
始
ま
り

は
歴史
で
あ
る
。
神
話
と
は
《
歴
史
－
世
界
》
で
あ
り
《
世
界
－
歴
史
》
で
あ
る
。
　
　
永
遠
に
生
じ
絶
え
ず
自
己
自
身
を
呑
み
込
ん
で
は
絶
え
ず
自
己
自
身
を
産

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ノ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ム
ト
リ

神話
の
歴
史
性
は
神
話
の
世
界
性
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
神
話
の
世
界
性
　
　
　
み
出
す
時
」
（
k
葱
ヤ
鵠
）
と
重
ね
ら
れ
た
根
源
的
自
然
の
盲
目
的
「
廻
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は次
の
如
く
語
ら
れ
る
。
　
「
神
話
的
過
程
は
単
に
宗
教
的
意
義
の
み
な
ら
　
　
　
衝
動
」
1
「
始
源
を
求
め
る
が
見
い
出
せ
な
い
」
　
「
永
遠
性
の
底
無
し

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ず
普
遍
的
意義
を
も
持
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
神
話
的
過
程
の
申
で
反
復
　
　
　
の
深
淵
」
i
か
ら
の
突
破
と
も
言
う
べ
き
根
源
本
質
者
の
「
自
己
決
開
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
し
く
普
遍
的
過
程
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
神
　
　
（
ω
9
げ
゜
。
窃
。
げ
。
崔
琶
α
Q
）
と
し
て
の
世
界
の
脱
自
的
開
始
性
の
問
題
で
あ
っ



た

（
妻
b
蔭
b
。
為
。
。
為
8
①
。
。
噌
自
b
。
ω
P
ω
ω
蔭
）
。
　
そ
こ
で
は
、
自
己
決
開
は
　
　
い
、
こ
う
私
は
言
い
、
そ
れ
に
拠
っ
て
言
わ
ば
ひ
と
つ
の
法
則
を
語
り
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゥ
ン
エ
ソ
レ
シ
イ
ロ
デ
ン
ハ
イ
ト

「有
と
有
者
と
の
決
開
」
、
「
有
に
於
け
る
決
開
」
で
あ
り
、
決
開
の
場
と
　
　
す
。
そ
れ
は
、
何
か
が
未
決
定
性
の
中
で
固
執
す
る
事
を
禁
ず
る
の

　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
の
有
の
無
始
却
来
の
根
源
的
未
決
定
性
（
未
分
性
）
が
前
提
さ
れ
て
　
　
　
で
あ
り
、
こ
の
法
則
は
次
の
事
を
要
求
す
る
。
即
ち
、
何
も
の
も
隠
れ
て

いた
。
（
≦
諺
Q
o
『
り
　
自
ω
ω
①
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
ま
る
に
あ
ら
ず
（
巳
。
窪
ω
く
o
昏
o
H
α
q
o
μ
乞
9
げ
⑦
）
、
す
べ
て
が
顕
わ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　今
問
わ
れ
て
い
る
神
話
の
「
何
も
の
も
排
除
し
な
い
真
性
」
に
は
、
こ
　
　
　
り
、
（
9
＝
Φ
ω
o
中
Φ
口
げ
胃
≦
。
匡
o
）
す
べ
て
が
明
瞭
に
規
定
さ
れ
決
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

の有
の
根
源
的
未
決
定
性
が
神
話
の
根
抵
を
成
す
も
の
と
し
て
開
示
さ
れ
　
　
　
て
あ
る
よ
う
に
と
（
餌
一
一
8
匹
胃
”
げ
霧
け
ぎ
目
け
¢
°
o
茸
ω
。
田
。
山
9
。
・
。
矯
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て

いる
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
無
為
、
無
意
欲
に
於
け
る
神
措
定
と
い
う
　
　
　
そ
れ
は
、
敵
が
超
克
さ
れ
完
全
で
安
ら
か
に
宥
め
ら
れ
た
有
が
措
定
さ
れ

根
源
意
識
の

本質
は
、
ま
さ
し
く
根
源
的
未
分
性
（
曖
昧
性
）
に
し
て
「
二
　
　
る
た
め
に
で
あ
る
。
本
当
に
こ
の
事
が
、
一
切
を
一
に
す
る
（
餌
目
。
団
巳
α
q
）
、

重
の
有
可
能
」
（
①
ぎ
山
。
竈
。
ぎ
゜
・
ω
o
看
犀
α
昌
昌
o
ロ
）
で
あ
る
（
護
h
峯
）
。
根
　
　
　
一
切
を
超
え
て
漂
う
至
高
の
世
界
法
則
な
の
で
あ
る
」
（
×
H
H
§
）
。
驚
く
べ

源

憩
識も
瀞
談
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
自
然
に
於
け
る
外
自
性
か
ら
自
己
　
　
　
き
は
、
こ
こ
で
宣
言
さ
れ
る
「
世
界
法
則
」
1
含
m
切
巳
。
犀
ω
＜
o
H
げ
o
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ユ
レ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ベ
イ
に
ソ

自
身
へ
帰
向
し
た
《
B
》
（
「
不
可
視
的
質
料
」
に
し
て
そ
れ
自
身
に
限
界
　
　
　
σ
q
o
昌
三
Φ
筈
ρ
巴
一
＄
o
中
o
ロ
げ
ロ
H
≦
Φ
匡
ρ
巴
一
窃
匹
9
が
げ
。
。
・
け
μ
旨
具
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヒ
ト
ア
ク
ト
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
ロ
テ
イ
ア

のな
い
有
可
能
）
で
あ
り
、
　
無
為
で
あ
る
が
し
か
し
同
時
に
為
へ
　
　
o
暮
ω
。
寓
。
山
①
口
゜
・
①
》
が
、
古
代
の
食
N
電
。
へ
母
か
ら
近
代
の
《
。
貯
器
o
け

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の

可
能
性を
排
除
せ
ず
に
ま
さ
に
自
己
の
内
に
孕
む
と
い
う
「
超
克
さ
れ
　
　
巳
゜
・
ロ
ロ
9
。
娼
㊤
8
箕
ロ
日
”
。
霞
捧
巳
o
V
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
惟
を

難
い
ゴ
ベ
簸
幽
」
を
持
つ
の
で
あ
る
（
×
目
H
H
陰
リ
ロ
゜
。
）
。
こ
の
二
重
性
（
非
排
　
　
根
抵
的
に
一
貫
し
て
規
定
し
て
来
た
鼻
悔
概
念
の
全
躰
愚
を
含
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

除性
）
は
、
意
識
根
源
の
「
曖
昧
な
本
性
」
（
ロ
碧
二
旨
動
ロ
8
甥
）
で
あ
り
、
有
　
　
　
事
で
あ
る
（
く
σ
q
ピ
甲
国
゜
＜
o
涛
目
碧
ロ
あ
。
匡
ロ
。
パ
”
器
O
°
¢
。
。
①
h
）
。
神
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
あ
ア
ス

と
非
有
と
の
間
を
揺
れ
動
く
《
二
性
V
（
動
q
黙
の
）
に
も
比
せ
ら
れ
る
（
酋
＝
§
。
　
　
の
根
源
か
ら
の
現
実
化
（
歴
史
と
世
界
の
開
始
性
）
を
廻
っ
て
の
問
の
発

　
　
　
　
　
　
ア
ン
フ
ア
ソ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

そ
う
な
る
と
《
始
源
》
そ
れ
自
体
が
何
か
偶
然
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
　
　
端
に
於
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
惟
の
全
道
程
が
、
《
真
性
の
縮
図
》
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
う
べ
き
こ
の
《
世
界
法
則
》
に
映
し
出
さ
れ
て
来
る
事
は
全
く
驚
嘆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
こ
で
遂
に
我
々
は
彼
が
「
世
界
法
則
」
（
≦
Φ
犀
σ
q
o
ω
。
富
）
と
呼
ぶ
根
　
　
　
値
す
る
。
彼
が
な
ぜ
神
話
の
「
真
性
」
と
言
っ
た
の
か
が
今
こ
そ
理
解
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

本
事
態
に
逢
遇
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
こ
の
曖
昧
性
は
言
わ
ば
残
っ
て
は
な
　
　
れ
る
。
真
性
と
は
有
の
決
着
に
他
な
ら
な
い
。
有
の
決
着
、
即
ち
含
凶
。
犀
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ロ
レ
ロ
テ
イ
ア

ら
な
い
、
そ
れ
は
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
残
っ
て
は
な
ら
な
　
　
く
o
目
げ
o
茜
。
号
と
し
て
の
《
不
・
覆
蔵
性
￥
ま
さ
に
こ
こ
に
か
の
思
惟
の

一
五
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
八

グ

オ

ヒ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
メ
シ
ス

《≦
o
窪
弓
が
存
す
る
。
思
惟
と
は
「
敵
」
の
「
超
克
」
で
あ
り
、
「
安
ら
か
　
　
　
彼
女
は
「
運
動
の
最
初
の
誘
因
者
」
で
あ
り
、
未
だ
意
欲
し
な
い
意
志
に

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に宥
め
ら
れ
た
有
が
措
定
さ
れ
る
L
ま
で
の
有
と
の
闘
い
で
も
あ
ろ
う
。
　
　
　
対
し
て
「
自
己
に
安
ら
う
可
能
性
」
を
示
す
（
醤
ヨ
§
。
こ
の
可
能
（
内
9
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ロ
ヤ
コ

〔「有
の
か
の
源
古
の
聖
な
る
力
」
（
＜
H
H
ω
薩
参
照
）
〕
。
だ
が
有
の
決
着
・
露
　
　
　
口
窪
）
は
、
だ
が
同
時
に
」
仮
象
の
網
」
（
冨
p
U
帥
）
に
し
て
「
妄
想
的
可
能
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ギ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
パ
　
テ
ロ

現
に
は
覆
蔵
性
が
先
行
す
る
（
無
゜
×
H
H
目
H
◎
。
Q
。
州
゜
）
。
思
惟
・
ロ
ゴ
ス
の
全
展
開
　
　
　
錯
迷
的
魔
術
、
即
ち
欺
隔
（
、
」
録
還
）
」
で
も
あ
る
（
酋
＝
お
葛
。
）
。
か
く

は
、
有
・
襟
識
に
基
盤
を
持
つ
。
神
話
へ
の
帰
向
な
し
に
は
、
思
惟
は
　
　
し
て
世
界
法
則
の
態
匙
・
配
協
》
が
、
「
根
源
－
迷
妄
」
（
ご
H
・
薮
口
ω
9
目
σ
q
）

　
ヘ
ヘ
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
パ
テ
　

「

世界
」
な
き
も
の
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
世
界
法
則
は
　
　
　
の
《
、
儀
録
ミ
V
と
共
に
「
神
話
の
根
源
概
念
」
を
成
し
、
現
実
の
歴
史
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ア
タ
ロ
ト

有
の
決
着
露
顕
の
要
求
に
於
い
て
極
め
て
意
志
的
動
向
を
帯
び
て
い
る
事
　
　
始
源
を
開
く
人
間
意
識
の
原
行
為
を
惹
起
せ
し
め
る
の
で
あ
る
（
属
目
目
ド
島
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ア
タ
ロ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

が
注目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
《
真
性
の
縮
図
》
は
な
ぜ
「
世
界
法
則
」
　
　
　
こ
の
原
行
為
は
、
そ
れ
自
体
が
意
識
自
身
の
現
成
で
あ
る
以
上
、
厳
密
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
　
タ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ア
シ
ユ
プ
ル
ン
グ

と
命
名
さ
れ
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
意
識
の
」
行
為
と
す
ら
言
え
ず
、
歴
史
の
根
源
（
d
げ
・
昌
匿
ロ
パ
）
よ
り

　そ
れは
、
こ
の
世
恥
法
則
が
、
歴
史
の
憐
赴
と
憐
界
伽
開
姶
憐
へ
と
、
　
　
　
発
源
す
る
ひ
と
つ
の
駕
膨
ソ
窃
鷺
琶
脇
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
の

始源
に
於
け
る
根
源
的
未
決
定
性
（
意
識
根
源
の
二
重
性
）
を
突
破
　
　
　
の
飛
躍
が
同
時
に
現
実
の
歴
史
の
始
源
を
開
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
起

せし
め
る
か
ら
で
あ
る
。
興
味
深
い
事
に
、
こ
の
世
界
法
則
は
、
　
「
最
初
　
　
　
こ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
し
か
言
い
様
の
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
　
「
歴
史
の

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ニ
エ
ク
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ア
タ
ほ
ト
ザ
ツ
へ

の未
決
定
性
に
し
て
意
志
の
か
の
無
差
別
性
た
る
夜
　
（
ミ
嚇
）
」
　
の
娘
の
　
　
　
始
源
と
い
う
原
事
実
自
体
」
で
あ
り
、
一
度
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
取

　
ネ
ロ
メ
ツ
ス

《
煮
発
ミ
の
》
〔
日
げ
o
o
掌
く
°
N
b
。
。
。
「
死
す
べ
き
人
間
ど
も
に
と
っ
て
の
禍
い
、
　
　
り
戻
せ
な
い
、
再
び
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
は
出
来
な
い
「
取
り
返
し

ネ
ロ
メ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
エ
ク
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
メ
シ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

憤り
を
生
ん
だ
、
破
滅
の
夜
は
」
（
O
剛
．
M
（
H
H
H
戯
0
）
〕
と
同
視
さ
れ
る
。
「
ズ
。
日
。
°
。
尻
　
　
の
き
か
ぬ
所
業
」
と
し
て
「
根
源
性
起
」
（
d
器
同
9
σ
Q
巳
の
）
で
あ
る
（
酋
ご
m
。
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ハ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
あ
ク
ス
　
　
　
　
ネ
メ
う
ス
　
　
　
　
ア
パ
テ
ロ

は
、
一
切
を
運
動
の
内
へ
と
も
た
ら
す
、
か
の
至
高
の
世
界
法
則
の
カ
で
　
　
こ
こ
で
は
、
深
い
夜
の
根
源
意
識
、
夜
の
娘
の
謂
騰
ミ
n
と
、
臥
誌
ミ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ロ
　
ト

あ
り
、
そ
れ
は
何
か
或
る
も
の
が
隠
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
欲
さ
　
　
　
し
て
所
業
（
行
為
）
の
四
つ
の
契
機
は
同
時
で
あ
る
。
意
識
は
単
純
に
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ず
、
一
切
の
隠
れ
た
も
の
が
現
わ
れ
出
て
来
る
よ
う
に
と
動
因
す
る
」
　
　
　
意
欲
か
ら
意
欲
に
移
行
す
る
の
で
は
な
く
、
行
為
の
帰
結
に
於
い
て
初
め

　
　
　
　
　
　
ネ
　
メ
　
シ
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

（囲
目
H
ミ
）
。
食
o
B
。
の
貯
》
は
、
世
界
法
則
と
し
て
、
曖
昧
な
未
決
定
性
に
　
　
　
て
反
対
可
能
性
の
出
現
に
気
づ
く
の
で
あ
り
、
　
「
思
い
が
け
な
い
、
予
期

於
い
て
却
っ
て
反
対
可
能
性
を
逆
に
開
示
し
て
し
ま
う
如
き
「
禁
止
」
と
　
　
せ
ぬ
」
運
動
の
内
へ
と
陥
る
の
で
あ
る
（
蚤
H
§
）
。
そ
れ
故
、
こ
の
根
源

　
　
　
　
ノ
モ
ス

し

て

の
「掟
」
（
ヤ
骨
鼠
1
1
法
則
）
と
も
深
く
内
的
に
連
関
す
る
（
×
H
H
龍
h
）
。
　
　
　
性
起
は
、
「
思
惟
の
先
廻
り
の
き
か
ぬ
宿
命
」
、
「
最
古
の
原
突
発
（
¢
匿
珪
p
昌

」



1
1
原
偶
然
）
」
「
最
古
の
運
命
」
（
閏
o
昌
¢
昌
四
窟
凶
日
凶
σ
Q
o
巳
悌
）
と
も
言
わ
れ
る

（×
目
目
嵩
9
0
）
。
現
実
の
意
識
に
於
い
て
は
行
為
の
帰
結
の
み
が
残
さ
れ
、
こ
の

タ
　
ト
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

行為
自
体
は
決
っ
し
て
意
識
に
現
前
す
る
こ
と
な
く
、
意
識
の
汲
み
尽
し

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

得
な
い
深
み
の
中
へ
と
逆
戻
り
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
こ
の
深
み
は
、
根

源
性起
の
痕
跡
と
共
に
、
神
話
の
個
々
の
過
程
の
内
で
時
と
し
て
暗
さ
の

中
か
ら
予
感
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
（
囲
H
H
日
蟄
）
。
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
曇
　
　
　
　
静
　
　
　
　
甚
　
　
　
　
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
以上
、
歴
史
の
始
源
に
於
い
て
世
界
法
則
（
真
性
）
と
根
源
性
起
が
同

時
に
洞
見
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
神
話
へ
の
帰
向
の
道
程
（
コ
具
性
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

道
」
酋
b
。
§
）
の
発
端
に
於
い
て
真
性
が
性
起
へ
と
、
叉
性
起
と
し
て
洞

見
さ
れ
て
い
る
事
は
否
み
が
た
い
。
神
話
の
歴
史
性
は
、
我
々
に
新
し
い

　
　
ヘ
　
　
へ

「

世
界
法則
」
　
（
真
性
）
へ
向
け
て
思
惟
の
検
討
を
促
す
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
註
　引
用
は
息
子
に
ょ
る
シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
原
版
全
集
の
巻
数
・
頁

数
を
示
し
た
。

　附
記
　
神
話
論
の
枠
に
限
定
さ
れ
な
い
「
世
界
法
則
」
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
こ
の
小
論
に
半
ば
接
続
す
る
拙
論
「
シ
ェ
リ
ソ
グ
に
於
け
る
有
と

世界
」
（
関
西
学
院
哲
学
年
報
第
1
5
号
）
参
照
。

一
五
九


